
 

 

 

火災に備え、迅速かつ安全に避難することを

目的にして実施しました。 

火災発生場所は、南舎３Ｆ第１理科室とし、訓

練告知をせずに行いました。 

緊急放送をしっかり聞き、発生場所から離れ

るように避難経路を選択して、静かに速やかに

行動します。 

災害発生時は、どこにいるか分かりませんし、

まわりに職員や友達がいるとも限りません。 

こうした避難訓練によって、望ましい判断と行

動ができるようにしておきたいものです。 

 

Be  quick ,  but  don’t  hurry.   機敏であれ しかし慌ててはいけない 

 

校長だより 
２０２６年（令和８年）２月１７日 

避 難 訓 練 
～ 火災対応 ～ 


